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Ember（エンバー）の第�回年次「世界電力レビュー」は、公表データに基づき、����年の世
界および各国における発電動向の変化について、初めて包括的な概要を提供いたします。本報
告では、電源および電力部門の排出量に関する現在の動向と、近い将来におけるその影響につ
いて紹介します。刊行に際し、Emberは����年の世界の電力発電量に関する初の包括的な無料
データセットも公開しています。

本報告書では、���か国の電力データを分析しており、そのうち世界電力需要の��%を占める
��カ国については����年の最新データを反映しています。また、アフリカ、アジア、ラテンア
メリカ、EU、G�など、��の地域的‧経済的グループのデータも分析対象としています。さら
に、世界の電力需要の��％を占める上位�か国‧地域については、より詳細な分析を行っていま
す。発電データに加えて、気象データや設備容量データも用いることで、世界の電力部門を形
成する根本的な動向を明らかにしています。

私たちはすべてのデータを自由に利用できるようにすることで、他者が独自の分析を行えるよ
う支援し、クリーンな電力への移行を加速させるお手伝いをしています。

また本報告書は、Emberが提供する一連の年次主要報告書の第�弾となります。これには
「China Energy Transition Review」、「Electrotech Revolution」、およびThe Energy 
Instituteとの提携による「Statistical Review of World Energy」などが含まれます。
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報告書の概要
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主なハイライト

化石燃料による発電量の前年
比変化率

����年に世界で増えた電力需
要量のうち太陽光発電によっ
てカバーされた割合

����年に世界の発電量におけ
る再エネ発電比率 ー 初めて�
分の�を超え、石炭発電を上回
る

75% 33.8% -0.2 %



エグゼクティブサマリー

����年は、太陽光発電の記録的な成長を背景に、非化石電源*の供給量は新規電
力需要を完全に満たす規模に達し、結果として化石燃料による発電量の増加が抑
制された年になりました。化石燃料の発電量が前年比で増加を記録しなかったの
は����年以来のことであり、今世紀に入ってからは�回目です。（*本報告書にお
いて、「非化石電源（原文: clean power）」とは「太陽光‧風力‧水力‧バイオ
エネルギーや地熱などを含む再生可能エネルギーと原子力」を意味します。）

世界における化石燃料利用の増加にいたる最大の歴史的要因であった中国とインドも、����年は化石燃
料による発電が減少しました。これは、非化石電源の記録的な新規導入量が電力需要の伸びを上回った
ことに由来します。その結果、世界全体での化石燃料発電の増加は停止しました。

太陽光発電は、世界の電力部門を変革する主要な原動力としての地位を固めています。その記録的な成
長は、����年における電力需要増加分の�分の�を占めています。太陽光発電の増加は、化石燃料のうち
唯一����年に増加した天然ガスの��倍に相当します。さらに現在、世界の太陽光発電量はEU全体の総
電力需要と同規模となっています。

中国は再び太陽光発電の導入をけん引しました。����年における世界の太陽光発電容量および発電増加
量は、いずれも半分以上が同国によるものでした。これにより、中国の発電構成における太陽光と風力
の合計シェア率は��%に達し、OECD平均（��%）を上回りました。インドも非化石電源の導入を加速
させています。再生可能エネルギーによる発電量の伸びはこれまでの最高記録の�倍に達し、太陽光発
電の新規導入容量は初めて米国を上回りました。

太陽光発電の急増が化石燃料発電の
増加を抑制し、再エネは石炭を超過
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����年は他にも、再生可能エネルギーが石炭火力発電を追い抜くという世界的なマイルストーンも達成
されました。太陽光、風力、水力を含む再生可能エネルギー電源の合計は、現代の電力システム史上初
めて世界総発電量の�分の�を超えました。対照的に、石炭火力の比率は史上初めて�分の�を下回りまし
た。

太陽光発電の加速する導入は、蓄電池の配備とともに行われるケースが増えており、日中のみならず
「いつでも使える太陽光」という次なるパラダイムシフトを可能にしています。蓄電池のコストは�年連
続で大幅に下落しました。����年にコストは��%低下しました。����年にはそこからさらに��%の低
下を記録した一方で、蓄電池の導入容量は前年比��%増の���GWh（推計）に達しています。その結
果、世界全体で十分な蓄電容量が導入され、����年の新規太陽光発電量の��%を日中から他の時間帯へ
シフトすることが可能になりました。

チリやオーストラリアなどの導入先行国では、����年の新規太陽光発電量の��%以上をカバーできる規
模の系統用蓄電池を導入することで、電力価格の低下や出力制御の削減といった恩恵をすでに享受して
います。
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非化石電源が新規電力需要をすべて満たし、化石燃料発電の増加は抑制

記録的な太陽光発電の伸びにけん引され、����年の非化石電源による発電量は
���TWh増加し、世界の電力需要の増加分（���TWh）を上回った。太陽光発電単体で
増加した電力需要分の��%をカバーしており、風力発電と合わせると、これら�つの電
源で需要増加分のほぼすべて（��%）を充足できる計算となる。����年の化石燃料に
よる発電量は��TWh（-�.�%）のわずかな減少を記録した。化石燃料による発電量が
前年比で増加に転じなかったのは、コロナ禍の����年ぶりで、今世紀に入って�回目
である。
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太陽光発電は�年ぶりの最高成長率を記録し、指数関数的な成長が継続

����年の太陽光発電量は過去最高の���TWh増加し、�,���TWhに達した。これは
����年比で��％の増加となる。この新たに増加した太陽光発電量は、昨年ホルムズ海
峡を通過した全LNG（液化天然ガス）輸出量（推定���TWh相当）に匹敵するガス火
力発電を代替するのに十分な規模である。絶対的な増加量が大幅に拡大しているにも
かかわらず、伸び率としては過去�年間で最高を記録しており、指数関数的な成長が続
いている。太陽光発電量は����年の�,��� TWhから、約�年ごとに倍増するペースで増
加している。世界全体の太陽光発電量がわずか��� TWhであった����年からの��年間
では、��倍以上の成長を記録した。����年、太陽光発電は世界規模で初めて風力発電
を追い抜き、原子力発電に迫る水準に到達。����年には、太陽光‧風力の双方が原子
力を追い抜くと予想されている。
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重要な知見
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電力部門において、世界は非化石電源による成長の時代に入り、化石燃料に依存した成長の時代を脱し
つつあります。豊富な非化石電源は、運輸などの他部門の電化を可能にし、経済全体における化石燃料
依存の低減を加速させています。

この構造的転換は、世界がわずか�年間で�つの大きな化石燃料ショックに見舞われるという、世界のエ
ネルギーシステムにおける重要な局面で起きています。第一にロシアのウクライナ侵攻、そしてより最
近では、アメリカ‧イスラエルとイランの戦争が、不安定な化石燃料市場に依存する世界のエネルギー
システムの脆弱性を露呈させています。

中国とインドの化石燃料発電が減少し歴史的な転換点に

世界的な化石燃料発電量の減少は、世界第�位および第�位の化石燃料発電国である中
国とインドにおける、化石燃料の利用傾向が歴史的な転換を遂げたことが主な要因と
なった。����年は、今世紀で初めて両国の化石燃料発電量が減少する年であった。中
国では前年比��TWh（-�.�%）減を記録し、����年以来初の化石燃料発電の減少を経
験。これは、太陽光を中心とした記録的な非化石電源の導入量が、新規電力需要の伸
びを上回ったためである。インドでは、化石燃料による発電量は前年比��TWh（-�.
�%）減少した。これは、太陽光と風力の記録的な発電量の増加に加え、堅調な水力発
電の出力と平均を下回る電力需要の増加が寄与したためだ。コロナ禍後の経済回復期
に見られた�年間にわたって化石燃料発電が増加し続けた後の変化である。
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現代史上初めて再生可能エネルギーが石炭火力を上回る

太陽光‧風力の急速な拡大を背景に、再生可能エネルギーのシェアが世界全体の発電
量の�分の�を超えた。これは、過去���年間で初めて、世界の電源構成において再生
可能エネルギー（��.�%、��,���TWh）が石炭火力（��.�%、��,���TWh）を追い抜
いたことを意味する。����年の石炭火力発電量は��TWh（-�.�%）減少し、����年の
コロナ禍以来の減少を記録。電力需要が拡大を続ける中で、石炭火力発電は史上初め
て世界全体の発電量の�分の�を下回った。
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新興国にとっても先進国にとっても、今こそ、安定した国内のエネルギー基盤に経済成長の軸を置く時
です。非化石電源を最も早く拡大できる国々こそが、短期的には化石燃料依存を減らし、長期的には経
済成長を支える上で最も有利な立場に立つことになるでしょう。太陽光、風力、および蓄電池のコスト
競争力が高まった今、複数の技術的進展が大規模に融合し、世界のエネルギーシステムを根本から変革
するとともに、エネルギー安全保障への確固たる道筋を示しています。

"私たちは「クリーン成長」の時代を確実に迎えています。クリーンエネルギーは現在、急速に
拡大しており、世界的な電力需要の増加を吸収できるほどになっています。これにより、化石燃
料による発電量は、その不可避的な減少に先立ち、横ばい状態を維持しています。現在見られる
この勢いは、もはや単なる目標ではなく、構造的な現実となりつつあります。

太陽光発電は世界の電力システムを変える中心的な役割を果たしており、蓄電池と組み合わせる
ことで、��時間体制で供給されるクリーンエネルギーを急速に拡大する道を開いています。

不安定な世界情勢の中で、クリーンエネルギーはエネルギー安全保障の基盤を急速に再定義しつ
つあります。すでに各国において、クリーンエネルギーは、高まる電力需要を満たしながら、化
石燃料の輸入への依存度やコストを低減するのに貢献しています。次のステップは、系統や規制
枠組みを現代化し、電力システムがこの新しい現実に柔軟に対応できるようにすることです。"

Aditya Lolla
Ember（エンバー） 常務取締役
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